
新発色体HMMPSを用いた脂質（TC.TG）測定試薬の基礎的検討

【はじめに】ペルオキシダーゼ（POD）系の新発色体

HMMPS[N-( 3-ｽﾙﾎﾌ゚ﾛﾋ゚ﾙ)-3-ﾒﾄｷｼ-5-ﾒﾁﾙｱﾆﾘﾝ]を用い安定

性の向上を図った総コレステロール(TC) およびトリグリ

セライド（TG）試薬の検討の機会を得たので報告する。

【方法】検討用試薬はHMMPS（A法）がLﾀｲﾌ゚ﾜｺーTC･M 、Lﾀ

ｲﾌ゚ﾜｺーTG･M（和光純薬）、対照用としてHDAOS（B法）を

用いたLﾀｲﾌ゚ﾜｺーTC･H 、Lﾀｲﾌ゚ﾜｺーTG･H（和光純薬）とDOSE

（C法）を用いたﾃ゙ﾀﾐﾅーL・TCⅡ、ﾃ゙ﾀﾐﾅーL・TGⅡ（協和ﾒ

ﾃ゙ｨｯｸｽ）を使用した。日立7600Pモジュールでメーカー指

定のパラメーターに従い測定した。

【結果】①同時再現性：2種類の管理血清とプール血清で

実施したCV％は、TC：A法0.53～0.86、B法0.57～0.75、

C法0.57～0.70、TG：A法0.55～0.77、B法0.50～0.71、

C法0.62～1.05（n=20）であった。②長期安定性：装置に

試薬設置後ノンキャルで生食、管理血清の変動を30日間

観察した結果ほぼ変動は見られなかった。③共存物質の

影響：アスコルビン酸、ビリルビンC、ビリルビンF、ヘ

モグロビン、イントラファットについて実施したが影響

は許容範囲内であった。④直線性：TCは各試薬とも

900mg/dlまで、TGは2000mg/dlまで認められた。⑤相関

（n=100）対照法との回帰式と相関係数：ＴＣのA法B法間

y=0.993ｘ-0.83、r=0.9993、A法C法間y=1.006x-0.2、

r=0.9995、ＴＧのA法B法間y=1.004ｘ+0.05、r=0.9999、A

法C法間y=1.002x+1.95、r=0.9998であった。⑤高度乳ビ

における消去能：対照試薬に比べ第1試薬での消去能は優

れており、フリーゲン処理により透明化した血清とのタ

イムコースの比較で、ほぼ消去されている事が確認され

た。⑥正確性：HECTEFのJCCRM測定（n=6）において、A法

はTC、TGとも認証値の許容範囲内であった。B法はTCの測

定値が2％程度高く、C法はTGの測定値が1～2％低値であ

った。⑦劣化試験：開封後37℃にて長期保存を行い試薬

の安定性の確認試験を継続中である。

【まとめ】HMMPSを用いたLﾀｲﾌ゚ﾜｺーTC･H 、TG･Hは基本性

能に優れており、日常検査で安定した測定を長期間維持

できる試薬である。
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